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「土岐川左岸堤防（多治見市平和町４丁目地先）における 

ヒ素検出の調査結果について」（第２報・最終報） 

 

 

土岐川左岸堤防（多治見市平和町４丁目地先）において、築堤工事予定箇所で事前に

土壌調査を行ったところ、環境基準値を超えるヒ素が検出された旨を平成２９年４月１

８日にお知らせしましたが、その後詳細な土壌調査の結果が出ましたのでお知らせ致し

ます。 

 

 
１．前回のお知らせ内容 

 築堤工事の実施にあたり平和町４丁目地先で土壌調査を行ったところ、５地点のうち

４地点で基準値を超える砒素が検出されました。砒素の濃度は最大で基準値の２１倍で

した。そのため、工事に先立ち、砒素及びその化合物において詳細な土壌調査を行うこ

ととなりました。 

 

 

 

 

 

調査地点 



土壌溶出量試験調査結果 

 特定有害物質 調査結果 基準値に対する倍率 土壌溶出量基準値 

Ａ地点 ヒ 素 0.011mg/L 1.1 倍 

0.０１mg/L 以下 

Ｂ地点 ヒ 素 0.091mg/L 9.1 倍 

Ｃ地点 ヒ 素 0.21mg/L 21 倍 

Ｄ地点 ヒ 素 0.003mg/L 基準値以下 

E 地点 ヒ 素 0.16mg/L １６倍 

 

 

２．詳細な土壌調査の方法 

 より細かく汚染範囲を確定するため、工事予定箇所を１０ｍ×10m の区画（５5 箇所）

に区切り、表層土壌（地表～0.5m 深さ）及び深さ 1.0m～１０ｍの深さまでの土壌を表

層土壌（地表面～0.5m）、地下 1.0m、地下 2.0m、3.0m、4.0m、5.0m、6.0m、7,0m、

8.0m、9.0m、10.0m の 1.0m ピッチで採取して分析を実施しました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   １０ｍ格子 
   
  土壌調査計画位置 
 
 
 

土岐川 

調査地平面図（国長橋上流） 
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調査の深さは、地下 10.0m の深さまでを基本とし、土壌採取の際に

は調査孔から地下水を採取する事により地下水調査も行いました。 

採取位置は、試料採取区画の中心を基本とし、それらの地点が急傾斜

地であったり、構造物等がある場合には区画内の任意の点としまし

た。採取した試料は、土壌汚染対策法施行規則の基準値に基づき、砒

素及びその化合物に関して、下記３種類の室内試験を行いました。 

・土壌溶出量試験（土壌を採取して水を加えた場合に溶出してくる有害物質

の量を測定することによって、土壌汚染の有無を調査する調査手法。） 

・土壌含有量試験（土壌を採取して土壌に含まれ、体内において溶け

出しうる有害物質の量を測定する調査手法である。） 

・地下水含有量試験（地下水を採取して、体内において溶け出しうる

有害物質の量を測定する調査手法である。） 

 

 



 

３．土壌調査の結果 

 砒素及びその化合物を対象とした調査の結果、土壌溶出量試験では 27 検体が、土壌

含有量試験では１２検体が基準値を超過していました。地下水については全ての検体が

基準値を満たしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後の対応について 

 岐阜県東濃県事務所と調整の結果、平成２９年１１月１７日付で平和町築堤区間が「要

措置区域」に指定されました。今後も岐阜県東濃県事務所と調整を図り、工事の際には

地域に配慮し、土壌汚染の拡大防止に十分注意し適切に処分を行います。 

土岐川 

試験結果平面図（国長橋上流） 

試験結果概要 

地表から 1.0m までで抽出 

地表から 2.0m までで抽出 

地表から 3.0m までで抽出 


